
該当箇所 内容 対応

P05

海洋酸性化のみ、やや人間生活から遠い現象に見えま

す。海洋酸性化の影響によりどのような結果がもたらさ

れるのか（サンゴの死滅など）を明示するべき。

ご指摘に基づき、用語解説に追加しました。

P10

第１章 中間見直しの背景と基本的な考え方

現行の藤沢市地球温暖化対策実行計画の進捗についてど

う評価するか、明記した方がよい。また、同計画と今回

のアクションプランの関係を明記した方がよい。

ご指摘に基づき、P10及びP16に進捗についての評価等

を記載しました。

また、現計画とプランの関係性については、P3の記載

を見直し、記載しました。

P12

(P30)

特定排出事業者に関するコラム

削減への取組を率先する大口排出者に焦点を当てていた

だいたよい記載だと感じる。掲載場所は事業者の取組に

関連する記載の近くでもよいのでは。

記載場所については、ご指摘踏まえ、修正させていただ

きますが、アクションプラン発行時のレイアウト調整が

ありますので、最終的な掲載場所については一任くださ

い。

P17-26,30

(P16-25, 28)

第２章 重点施策

第３章3-1 推進体制

庁内各課が効果的に連携できるようにするため、重点施

策の各々について、特に関わる課がどこかを明記しては

どうか。

藤沢市地球温暖化対策実行計画の所管課がゼロカーボン

推進課となり、庁内各課との横断的連携は一層強化して

いるところです。アクションプラン策定後も関係部署と

連携を図ってまいります。

一方で、環境基本計画、藤沢市地球温暖化対策実行計画

ともに庁内各課を明記せず、市として一丸となって進め

ていくこととしているため、今回のアクションプランで

も同様の考え方とさせていただきます。

P20,22

(P19,21)

2-2重点政策１、2-3重点施策２

(4)に期待される効果が示されているが、負（リスク）の

部分があるとすれば、明記しておいた方がいいのではな

いか。

（4）期待される効果については、地球温暖化対策を達

成するための施策による効果を記載しているため、負

（リスク）については、アクションプランには掲載はい

たしません。

しかしながら、太陽光発電パネルの廃棄方法等は市民か

ら問い合わせがありますので、引き続き普及啓発として

説明を行ってまいります。

P22

(P21)

（4）期待される効果

「エネルギー代金の地域外流出防止、地域経済の循環」

とあり、この視点が大変重要と感じる。再エネ電力契約

切り替えの促進にあたっても、市内又は県内からの再エ

ネ電力調達を行う事業者等を紹介するなど、域内経済の

循環が確保できるよう取り組みを進めていただきたい。

ご指摘に基づき、重点施策の各種取組みを実施するにあ

たっては、域内経済の循環が確保できるよう意識してま

いります。

P22

(P21)

達成目標

市補助金による導入容量のみでは、市内全体の脱炭素化

の度合いを測るには不十分にも感じられる。参考値とし

て、事業者アンケート調査やFIT法による導入量などを含

めた市域全体での再エネ設備の導入状況を掲載すること

は可能か。

FIT法に依る再生可能エネルギー導入容量は現計画でも

達成指標の１つとして掲げており、ふじさわ環境白書で

毎年の進捗状況を評価しております。こちらは引き続き

継続してまいります。

固定買取価格の下落が続く現在、自家消費による設置が

増えており、本市も重点対策加速化事業を活用して自家

消費の補助を令和６年度から実施していることから、ア

クションプランでは市補助金による導入容量を指標とし

ています。
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P24

(P23)

（４）期待される効果

HEMSのデータ分析の事業において、新たなサービス立

案などが含まれており、脱炭素型の新たな事業機会の創

出による地域経済の活性化も含めるべき。現行の記載で

は「脱炭素経営への転換による」とあるが、需要家とし

ての脱炭素経営への切り替えなのか、サービス提供者と

しての脱炭素経営への切り替えなのかが、わかりづら

い。

ご指摘に基づき、記載を変更いたしました。

P28

(P26)

（３）本誌における主な取組

2つめの〇の30by30とあるbyが離れていて違和感があ

る。

ご指摘に基づき、修正いたしました。

P31

3-2進行管理

重要な部分なのでもう少し詳しく記述した方がいい。

本プランの進行管理は「本プランの推進体制」のどこが

主体になって、何を、どのように（PDCA）進行管理する

のかを具体的に記載した方がよい。

ご指摘に基づき、進行管理について記載を見直し、

PDCAサイクルのイラストとともに記載をしました

　※一次案のページ数を記載しています。初期草案②ページ数は括弧書きで記載しています。


